
令和 7 年度第 5 回飯塚市男女共同参画推進委員会 次第 

日  時  令和 7 年 11 月 18 日（火） 

13 時 00 分～15 時 00 分（予定） 

場  所  飯塚市役所本庁 6 階 教育委員会会議室 

 

1. 議題 

（1）令和 7 年度提言書（案）について 

（2）その他 

 

【事前送付資料】 

資料 1-1：委員案集計 

資料 1-1：委員より提出された提言書の案について  

参考資料 1：福岡県令和 6 年度男女共同参画社会に向けての意識調査（抜粋）【提言案№8 関連】 

参考資料 2：第 2 次飯塚市男女共同参画後期プラン（抜粋）図 3-27、図 3-28【提言案№8 関連】 

参考資料 3：福岡県の性犯罪の現状（福岡県警察統計資料）【提言案№14 関連】 

参考資料 4：福岡県令和 6 年度男女共同参画社会に向けての意識調査（概要版）【提言案№14 関連】 



資料1-1

委員案集計

1 サンクス、男女共同参画プランの周知 管理指標№3、5、6 1件
サンクス、男女共同参

画プランの周知

2
学校教育に限らず、地域やデジタルメディアを活用した若年層向けの

啓発・教育事業の展開
取組内容(3)(11)(12) 1件

14-1
性別による固定的役割分業にとらわれない男女共同参画の視点に立っ

た学校教育の推進、進路指導継続
取組内容(11)(12)(13) 1件

3、4 市女性管理職登用の推進 管理指標№8　取組内容(28) 2件

5、6、7 審議会委員、自治会役員等の女性の参画 管理指標№9　取組内容(29)(31)(32)(33)(70)(72)(73) 3件

8 女性のエンパワーメント推進 管理指標№7、8、9　取組内容(17)(18)(32)(33) 1件

9
あらゆる分野における女性の活躍促進に関して女性の意思を尊重する

こと

基本目標2　あらゆる分野における女性の活躍促進

重点目標1：社会における意思決定過程への女性の参画の促進

管理指標№7、8、9、10

取組内容(26)(27)(28)(29)(30)(31)(32)(33)(34)

1件

10 育児・介護と仕事の両立支援の強化（男性の育児参画促進） 管理指標№13、14　取組内容(50)(51)(52)(53)(54) 1件

11 家庭における役割分担（介護） 管理指標№21　取組内容(58) 1件

12 男女共同参画の視点を踏まえた防災対策 管理指標№24　取組内容(81)(82) 1件
男女共同参画の視点か

らの防災対策

13 性と生殖に関する健康と権利について、正しい理解と意識の浸透 取組内容(89)(90)(91)(92)(93)(94)(95)(107)(108) 1件

14-2 デートDV等への理解促進、予防啓発 取組内容(99)(100) 1件

14-3

発達段階に応じた「生命（いのち）を大切にする」「性暴力の加害者

にならない」「被害者にならない」「傍観者にならない」ための教育

の推進

取組内容(107)(108) 1件

ワーク・ライフ・バラ

ンスの推進

性の尊重とあらゆる暴

力の根絶

若年層への啓発

政策・方針決定過程へ

の女性の参画促進

女性の活躍促進



提言案 提言の理由 後期プラン掲載部分

1
サンクスとプランの市民への周知をもっと行ってほしい。（他市の例なども

調査し、よい方法、新しい方法を試してみてほしい。）

・管理指標3と5、6の現状値が大変低い（目標値にはるかに届かない）ことに問題があるため。

・サンクスに限らず全国的な課題であるが、サンクスができたころからの利用者が高齢化し、これまで関心が高かった人に加え、新しい利用

者、関心の高い人を育てる必要があると考えます。

・サンクスの施設も新しくなる。プランも新しくなる。よい機会と思うので、現状値が低い理由の分析、対応を行うとよいと思う。市民との接

点を増やす。

管理指標№3、5、6

2

若年層への男女共同参画教育の充実

男女共同参画の理念を次世代に確実に継承するには、早期からの教育が鍵と

なります。学校教育に限らず、地域やデジタルメディアを活用した若年層向

けの啓発・教育事業の展開を提案します。

・男女共同参画の理念を将来世代に継承するためには、早期からの教育が重要。

・学校教育に加えて、地域活動やデジタルメディアなど多様な場を活用した啓発・教育の展開が必要。

・若年層へのアプローチを強化し、意識の醸成を図ることが求められる。

取組内容(3)(11)(12)

3 市女性職員の管理職登用の更なる推進を図ること。
管理職（課長以上）に占める女性の割合が令和6年度で11.3％と目標としていた20％に届かず、県下の市町村の中でも下位に位置し、更なる取

組・推進が必要と思料する為。

管理指標№8

取組内容(28)

4
女性の管理職の地位に占める割合にかかわる取組について、女性に限らず男

性も含め管理職の在り方について検討をすすめること

令和6年度第3回の委員会において、下記のようなやり取りをしている。

すでに検討はなされているが、男性の育児休業の在り方の検討やDXの推進以外にもう少し踏み込んだ具体的な検討ができるとよいのではない

か。

飯塚市だけでなく、管理職になりたくないというアンケート結果がみられる中で、飯塚市の運営に積極的、主体的にかかわる職員を増やしてい

くことが、男女が共同して参画していく上でも必要ではないかと考えるため。

（下記議事録より抜粋）

○女性職員が昇任を希望しない原因の分析が必要。解決策を検討していれば示してほしい。

⇒昨年度行ったアンケートにおいて、「家事と仕事の両立が難しい」という回答が一番多かった。固定的性別役割分担の脱却を図るためにも男

性育児休業取得推進に向けた取組を進めていく。

○昇進を希望しない理由の一つに女性特有の健康課題を抱えている方も多いのではないかと思う。昇任した女性の健康課題に対してのサポート

体制について伺いたい。

⇒現状では、女性の更年期も含めた健康課題に特化したサポートは実施していないが、産業保健師に相談できる環境は整えている。

○昇任を希望している男性が48％と聞いて意外だなと思った。昇任すると負担感が増えるとか、昇任を希望しない理由はどういうところにある

のか

⇒回答は、選択制にしており、細かく覚えていないが、業務や責任が増えるという回答が多かったように記憶している。

○業務負担の増加について、仕事を分担しやすくするなどの方策は検討されているか。

⇒業務の負担が増加していることは、市役所全体で抱える課題であり、業務改善・ＤＸ推進課と連携し、働き方改革・業務改善に取り組んでい

る。

管理指標№8

取組内容(28)

5
市の自治会長・まちづくり協議会の女性の参画促進について是非進めたいも

のである。
市の自治会長の女性は極めて少人数であるのが現状です。

管理指標№9

取組内容(31)(70)

6

地域活動における女性の参画促進

地域の持続可能性を高めるためには、多様な人材が意思決定に関与すること

が不可欠です。自治会・消防団・ＰＴＡなど地域活動の場における女性の参

画を推進するため、リーダー育成や比率の可視化等、仕組みの整備が求めら

れます。

・地域の持続可能性を高めるには、多様な人材の意思決定への関与が不可欠。

・自治会・消防団・ＰＴＡなどの活動において、女性の参画が十分でない。

・女性リーダーの育成や参画比率の見える化など、参画を促進する仕組みづくりが求められている。

管理指標№9

取組内容

(29)(31)(32)(33)(70)(72)(73)

委員より提出された提言書の案について
資料1-2

1 



提言案 提言の理由 後期プラン掲載部分

委員より提出された提言書の案について
資料1-2

7
基本目標３男女が共に支えあい、安全・安心で住みやすいまちづくり

重点目標２地域社会への男女共同参画の推進

R6年度の後期プラン進捗状況調査によればまちづくり協議会の女性役員の割合が２０％未満の地区数はR6年で6か所、目標は０になっていま

す。まちづくり推進課においても協議会への働きかけが行われ、会則の改正もされているということですが、市内全体では２７８の自治会、現

在１６人の女性自治会長。比率にすると約５．５％。

自治会長ハンドブックの中で、自治会の役員の選任は積極的に女性を役員に登用するよう心がけ、男女ともに地域づくりに参加していきましょ

うとあります。自治会長も含め、自治会運営には男女が協働していくことが重要と考えます。

R6年度の進捗管理において、以下のような回答がありました。政策・方針決定過程への男女共同参画の推進施策について市長のリーダーシップ

を望みます。

〇質問・意見：まちづくり推進課長が、今後那珂川市の補助金制度について研究を行っていきたいという趣旨の回答を昨年度されていました。

那珂川市では今年度からさらに3年間制度実施の延長が決まっているようですが、その点も含め那珂川市の実績の研究結果や、延長の理由等を

まちづくり推進課で把握されていたら教えてください。また今後の市の取組についても教えてください。

〇回答：R5年度に那珂川市人権政策課（人権同和政策・男女共同参画担当）に事業概要についての視察を実施。【3年間の事業実績】市内37自

治会中12自治会の申請が有り（実績値32.43％）【制度延長する理由】3年間の事業結果の要因や成果について効果検証行い、R6以降反映する

ため継続する予定であるとのこと。本市の今後の取組について、女性が地域における会議等の意思決定の場に参画し様々な視点や発想、能力を

発揮できるよう推進することは重要であると考えていますが、近年は自治会で抱える大きな課題として役員の担い手不足、役員の高齢化が深刻

化しており、また次世代の役員候補も見つからない状況であります。加えて自治会加入率が低下し続けている中、全ての住民が地域づくりへの

参画が重要であると考えます。更には若者の地域参画の促しも重要な課題となっています。これらの課題を鑑みれば、自治会存続、加入者向上

に向けた政策をまずは検討する必要があると考えています。(まちづくり推進課)

管理指標№9

取組内容

(29)(31)(32)(33)(70)(72)(73)

8
今後の男女平等参画社会の進展にあっては「女性のエンパワーメント」推進

に力点を置くべきである。

　飯塚市の第二次男女共同参画後期プランにおける「図３－２７　地域の役職を推薦されたら引き受けるか」の女性の回答においては圧倒的に

「引き受けない」が多く、「図３－２８　地域の役職を引き受けない理由」においても「役職に就く知識や経験がない」という回答が男性より

も多い。また、福岡県の令和元年男女共同参画社会に向けての意識調査における「図表２７　役職・公職への就任を依頼された場合の断る理

由」では「責任が重い」や「知識や能力の面で不安がある」と回答する女性が男性よりも多いという結果がある。

　これらのことは、役職に就任する機会が男女同じであったとしても、女性の意向や能力により役職就任の割合が男女で均衡しない要因となる

おそれがあると考える。

　例えば、全国の「共働き世帯数」は昭和５５年以降右肩上がりで増加し続けているが、このことは女性の社会進出の顕著な表れであるととも

にジェンダー平等の意識に乏しい女性にとって社会進出が困難な時代から、女性が自らの力で進出を果たしてきた顕著な証とも言える。

　もはやジェンダー平等の啓発は不要とまでは言わないが、今後の男女平等参画社会の進展にあっては「女性のエンパワーメント」推進に力点

を置くべきであり、女性が自ら管理職や役員への登用を望み、達成を果たすための女性自身の意識改革及び能力開発に係る施策、及び女性の

キャリアアップ支援に積極的な企業への優遇施策に傾注して実施するべきと考える。

管理指標№7、8、9

取組内容(17)(18)(32)(33)

※参考資料1、参考資料2

9
あらゆる分野における政策・方針決定過程において、女性の意思を尊重した

上での、女性参画促進に取り組んでもらいたい。

“女性を起用しなけらばならないから”“社会がそのような動きだから”という空気感は、特に女性の意思を尊重できない状況に陥っていくのでは

ないかと懸念しているため。

基本目標2

あらゆる分野における女性の活躍

促進

重点目標1：社会における意思決

定過程への女性の参画の促進

管理指標№7、8、9、10

取組内容

(26)(27)(28)(29)(30)(31)(32)(33

)(34)

2 



提言案 提言の理由 後期プラン掲載部分

委員より提出された提言書の案について
資料1-2

10

育児・介護と仕事の両立支援の強化（男性の育児参画促進）

少子高齢化の進行や共働き世帯の増加を背景に、育児・介護と就労の両立が

重要な課題となっています。中でも、男性の育児・介護参画は進捗が鈍く、

女性に偏った負担が続いています。本市として、男性の育児休業取得や柔軟

な働き方を後押しする制度や啓発活動の充実を提言します。

・少子高齢化や共働き世帯の増加により、育児・介護と就労の両立が喫緊の課題。

・特に男性の育児・介護参画が進んでおらず、女性に負担が偏っている現状がある。

・そのため、男性の育児休業取得や柔軟な働き方を促す制度整備・啓発活動の充実が必要。

管理指標№13、14

取組内容(50)(51)(52)(53)(54)

11 家庭における役割分担（介護）
管理指標№21

取組内容(58)

12
男女共同参画の視点を踏まえた防災対策

防災分野における取組の推進

避難所運営や衛生用品等の生活必需品の男女におけるニーズの違いや、高齢者、子ども等、それぞれに即した対応が必要となるため、平常時か

らの男女共同参画の視点に立った防災対策を推進してほしい。

管理指標№24

取組内容(81)(82)

13
基本目標３男女が共に支えあい、安全・安心ですみよい、まちづくり

重点目標３性の尊重とあらゆる暴力の根絶

セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（Sexual and Reproductive Health and Rights：SRHR）は、性と生殖に関する健康と権利

（性に関する健康、性的権利、生殖に関する健康、生殖に関する権利）です。自分のセクシュアリティや望む時に望むだけの子どもを持つこ

と、子どもを持たないことをすべての人が自分で決められます。そのためには、避妊の方法や不妊治療について知ること、生殖器のがんや感染

症の予防や治療について知ること、そして、⺟子保健や育児支援が重要です。しかしSRHRに関して抱える問題点は多数存在しています。たと

えば、⺟体保護法の問題、包括的性教育の未発達、LGBTQへの差別、男性主体の避妊法、性暴力の問題、産後うつなどの問題、プレコンセプ

ションケア（妊娠前からの健康に関心をもつ）の認知度の低さ、不妊症への理解不足などです。「こんなはずじゃなかったのに･･･」と思いな

がらの妊娠・出産は、女性の心身に大きな負担がかかります。「子どもを産みたい」、「産みたくはない」、「いつ、何人産む」ことについ

て、安全な妊娠・出産、そして子どもが健康に生まれ育つことなど含めて、一人ひとりが自分らしい生き方のために考えることが大切です。

全ての人が健康で豊かな生涯を送るためにも、性の問題、思春期の問題、妊娠、出産、中絶、避妊、不妊、性感染症、更年期障害、また、性暴

力や買売春など、さまざまな問題についてすべての人が正しく性の知識を得ることが大切です。

こども家庭庁でも令和4年度から性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将

来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行うプレコンセプションケアを推進することを目的に、思春期、妊娠、出産等の各ライフステージに

応じた切れ目のない相談支援等を行う「性と健康の相談センター事業」を推進しています。（実施主体：都道府県・指定都市・中核市）本市で

も、性暴力の防止をとりくみながら、全ての人が性の主体となる学びを推進するべきです。今実施している就学前でのCAPプログラムの学校教

育への導入や包括的性教育を教育課程に取り入れて推進することが重要です。

取組内容

(89)(90)(91)(92)(93)(94)(95)(10

7)(108)

14

基本目標３：男女が共に支えあい、安全・安心で住みよいまちづくり

♦重点目標３：性の尊重とあらゆる暴力の根絶

１性別による固定的役割分業にとらわれない男女共同参画の視点に立った学

校教育の推進、進路指導継続して行ってほしい。

２子どもたちに対してデートDV等への理解を促進させ、予防啓発を継続して

進めてほしい。

３発達段階に応じた「生命（いのち）を大切にする」「性暴力の加害者にな

らない」「被害者にならない」「傍観者にならない」ための教育を行い、自

分も相手も大切に考えることを指導してほしい。

１就労の場、地域社会、学校、メディア等の様々な場面において、性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に気づ

き、問題意識を持つには早期に学習し、自分以外の意見を聴き、考える機会が必要である。

２デートDVが起きる原因を知ることは、自分も相手も大切に認め合う関係を作っていく可能性を広げ、よりよく生きることにつながる。時には

相手の要望に従わない決断も大事だと思えるようになってほしい。自分で判断できないときに誰かに相談できる気持ちを持ってほしい。

また、令和6年度の男女共同参画社会に向けての意識調査でDVの相談先は男女ともに友人知人が60％以上であり、身近な人が正しい情報を知っ

ていることで支援につながってほしい。

３令和6年中の福岡県の性犯罪認知件数は482件（男性18件、女性464件）であり前年比120件（33％）増加している。年代も10代及び20代の被

害が約8割を占めている。加害者からSNSで画像を送ってほしいと言われ、送ったことで脅迫され、性暴力の被害にあうこともある。男女とも

に加害行為をしない意識を持つことと被害にあう前に自分を守る方法や相談できることを学んでほしい。

1.取組内容(11)(12)(13)

2.取組内容(99)(100)

3.取組内容(107)(108)

※参考資料3、参考資料4

3 
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２．役職、公職への就任や立候補の依頼について 

（１）役職、公職への就任や立候補の依頼への対応 

 
問２ 仮にあなたが、次のような役職、公職への就任や立候補を依頼されたらどうしますか。 

（○印はそれぞれ１つずつ） 

 
図Ⅱ-1-９（１） 役職、公職への就任や立候補の依頼への対応［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Administrator
テキストボックス
参考資料1



男女共同参画社会に向けての意識調査報告書 

- 22 - 

図Ⅱ-1-９（２） 役職、公職への就任や立候補の依頼への対応［全体、性別］（前回調査比較） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な役職、公職への就任や立候補を依頼された場合の対応についてたずねたところ、「職場の管

理職」以外で、「絶対に断る」と「なるべく断る」を合わせた『断る』の割合が、「積極的に引き受

ける」と「なるべく引き受ける」を合わせた『引き受ける』の割合を上回っている。その中で「職

場の管理職」だけは『引き受ける』の割合が 52.4％と『断る』を上回っている。その他の項目では

『断る』が７割台と役職や公職を引き受けることに対する抵抗感は全般的に高いといえる。 

性別でみると、すべての役職、公職において女性の方が男性よりも『引き受ける』割合が低く、

『断る』割合が高くなっている。その傾向が特に顕著なのは「職場の管理職」で男性は『引き受け

る』が 64.6％で『断る』の 33.5％よりも高いのに対して、女性では『引き受ける』が 41.2％で男

性よりも 23.4 ポイント低く、『断る』の 57.1％よりも大幅に低くなっている。一方で、「ＰＴＡ会

長、子ども会長」は、『引き受ける』の割合が、男性 25.8％に対して女性は 19.6％となっており、

他項目と比べると男女の差は小さくなっている。 

前回調査との比較では、すべての項目で『引き受ける』割合が若干増加しており、性別でみると、

「県や市町村の審議会や委員会メンバー」で女性の『引き受ける』がわずかに減少している。 
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（２）断る理由 

 
問２ＳＱ【問２で①～⑤のいずれかに「３.なるべく断る」「４.絶対に断る」と答えた方におたず

ねします。】断る理由は何ですか。①～⑤についてあてはまる項目の番号を３つまで記入して

ください。 

 
図Ⅱ-1-10（１） 役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

興味がないから

PTA会長、子ども会長

時間的な余裕がないから

責任が重いから

人間関係がわずらわしいから

知識や能力の面で不安があるから

経済的な余裕がないから

家族の理解・協力が
得られないから

性別によって不利・不当な扱いを
受けそうだから

その他

無回答

45.3

46.5

37.7

39.6

15.3

7.7

5.5

2.1

5.4

11.0

42.4

54.3

35.8

45.0

11.6

6.9

6.1

3.0

5.9

10.1

49.3

35.9

40.3

32.3

20.3

8.9

4.7

0.9

4.8

12.0

03570

(％)

＜前回調査（令和元年）＞

全 体（N=1,571）

女 性（N=904)

男 性（N=665）

【回答は３つまで】

50.7

43.8

36.9

29.6

21.0

8.8

3.5

1.8

7.4

7.6

45.9

50.4

37.6

34.3

18.5

6.7

3.9

2.6

6.4

7.9

56.2

36.9

36.7

24.2

24.2

10.4

2.8

0.7

8.7

6.8

0 35 70

(％)

＜今回調査＞

全 体（N=906）

女 性（N=466)

男 性（N=425）

【回答は３つまで】
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図Ⅱ-1-10（２） 役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

   

興味がないから

自治会長、町内会長

時間的な余裕がないから

責任が重いから

人間関係がわずらわしいから

知識や能力の面で不安があるから

経済的な余裕がないから

性別によって不利・不当な扱いを
受けそうだから

家族の理解・協力が
得られないから

その他

無回答

43.2

46.3

37.6

39.5

14.6

7.8

3.7

5.4

4.0

13.5

38.6

53.7

34.5

45.1

11.1

6.9

5.6

6.4

4.8

13.0

49.9

35.7

42.3

31.4

19.8

9.0

0.9

4.0

2.9

13.9

03570

(％)

＜前回調査（令和元年）＞

全 体（N=1,599）

女 性（N=944)

男 性（N=653）

【回答は３つまで】

49.3

42.4

36.6

29.7

21.4

8.4

3.4

2.9

5.3

9.8

45.0

46.6

37.1

32.7

18.7

7.0

5.4

2.6

4.4

11.2

54.6

38.2

36.1

26.2

25.1

9.4

0.9

2.8

6.6

7.5

0 35 70

(％)

＜今回調査＞

全 体（N=940）

女 性（N=498)

男 性（N=427）

【回答は３つまで】
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図Ⅱ-1-10（３） 役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

   

時間的な余裕がないから

職場の管理職

責任が重いから

知識や能力の面で不安があるから

人間関係がわずらわしいから

興味がないから

性別によって不利・不当な扱いを
受けそうだから

経済的な余裕がないから

家族の理解・協力が
得られないから

その他

無回答

54.7

48.7

30.1

13.3

22.2

5.9

4.2

5.8

5.0

17.3

58.6

52.5

27.2

9.9

21.6

8.4

3.0

8.1

5.4

16.1

47.0

41.3

36.2

20.4

23.7

0.9

6.6

1.2

4.2

19.2

03570

(％)

＜前回調査（令和元年）＞

全 体（N=1,026）

女 性（N=690)

男 性（N=334）

【回答は３つまで】

57.1

41.7

30.8

21.5

20.4

6.1

4.8

2.8

3.7

12.3

55.9

42.9

29.0

20.1

20.7

7.7

4.7

2.4

1.5

13.9

59.8

39.7

34.5

25.3

20.6

3.1

4.6

3.6

7.7

8.2

0 35 70

(％)

＜今回調査＞

全 体（N=545）

女 性（N=338)

男 性（N=194）

【回答は３つまで】
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図Ⅱ-1-10（４） 役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

   

人間関係がわずらわしいから

県や市町村の
審議会や委員会のメンバー

責任が重いから

知識や能力の面で不安があるから

時間的な余裕がないから

興味がないから

経済的な余裕がないから

性別によって不利・不当な扱いを
受けそうだから

家族の理解・協力が
得られないから

その他

無回答

47.8

49.9

36.0

19.5

25.8

6.6

4.2

4.4

3.6

16.0

52.0

55.5

33.8

17.5

22.6

5.9

6.8

5.2

4.4

15.3

41.2

41.0

39.6

22.6

31.0

7.9

-

3.0

2.3

16.8

03570

(％)

＜前回調査（令和元年）＞

全 体（N=1,444）

女 性（N=884)

男 性（N=558）

【回答は３つまで】

41.9

41.2

40.1

29.6

25.2

8.7

3.6

2.5

4.0

12.3

45.3

43.0

36.0

29.9

25.4

7.4

5.3

1.5

3.8

14.0

38.1

39.2

45.8

30.4

25.2

9.6

1.4

3.3

4.4

9.6

0 35 70

(％)

＜今回調査＞

全 体（N=852）

女 性（N=472)

男 性（N=365）

【回答は３つまで】
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図Ⅱ-1-10（５） 役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

役職、公職への就任や立候補の依頼を断る理由をたずねたところ、「職場の管理職」、「県や市町村

の審議会や委員会のメンバー」、「市町村長や地方自治体（県・市町村の）議員」では「責任が重い

から」が最も高く、特に「職場の管理職」では 57.1％と高くなっている。「ＰＴＡ会長、子ども会

長」と「自治会長、町内会長」では「時間的な余裕がないから」も 50％前後と高くなっている。ま

た、すべての項目で「責任が重いから」が 40％以上、「興味がないから」は 20～30％となっている。 

性別でみると、いずれの役職、公職についても同じ傾向がみられ、「知識や能力の面で不安がある

から」「性別によって不利・不当な扱いを受けそうだから」は女性の方が高く、「時間的な余裕がな

いから」「興味がないから」は概ね男性の方が高くなっている。 

前回調査との比較については、上位にあげられている理由は前回と今回調査で同程度となってい

る。 

人間関係がわずらわしいから

市町村長や
地方自治体（県・市町村の）議員

責任が重いから

知識や能力の面で不安があるから

時間的な余裕がないから

興味がないから

経済的な余裕がないから

家族の理解・協力が
得られないから

性別によって不利・不当な扱いを
受けそうだから

その他

無回答

50.2

52.0

29.3

22.1

24.1

9.0

6.0

4.3

3.8

15.6

54.2

56.4

28.4

20.2

21.2

8.5

5.6

6.9

4.4

15.0

44.3

45.4

30.9

25.1

28.4

9.9

6.5

0.2

2.9

16.3

03570

(％)

＜前回調査（令和元年）＞

全 体（N=1,642）

女 性（N=994)

男 性（N=645）

【回答は３つまで】

48.6

45.1

31.7

28.1

23.9

8.9

4.8

4.5

4.2

11.9

50.2

45.5

29.1

27.9

22.3

7.2

3.3

7.0

2.7

14.3

47.2

44.9

35.2

29.6

26.0

10.2

6.1

1.3

6.4

8.2

0 35 70

(％)

＜今回調査＞

全 体（N=924）

女 性（N=516)

男 性（N=392）

【回答は３つまで】



7.7 

5.8 

9.0 

41.2 

37.7 

43.9 

27.6 

33.7 

23.9 

3.5 

4.7 

2.7 

0.2 

0.5 

0.0 

14.9 

14.0 

15.9 

5.0 

3.7 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

26.3

35.1

19.1

69.4

60.2

77.3

4.4

4.7

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

24.4

32.8

19.0

68.0

56.4

75.7

7.6

10.8

5.3

34.3

37.5

32.8

3.3

1.9

4.1

19.5

17.8

21.2

21.3

19.3

21.2

0.6

0.8

0.6

3.1

1.9

4.1

17.1

18.9

15.7

0.8

1.9

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

36.0

45.2

32.3

2.3

3.8

1.8

18.7

16.8

19.3

19.3

13.5

22.3

1.5

1.0

1.3

2.5

1.9

2.3

18.8

16.8

20.3

0.6

1.0

0.5
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テキストボックス
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この調査は男女共同参画社会（男女が、お互いの人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別
にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会）の実現を目指し、さ
まざまな取組みを進めるために県民の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の施
策に反映させることを目的として実施しました。

● 調　査　地　域　福岡県全域
● 調査対象者　18歳以上75歳未満の男女3,500人
● 調　査　方　法　郵送による配布、郵送・WEB併用回収
● 調　査　期　間　令和６年12月４日（水） ～ 令和６年12月31日（火）
● 回　収　率　有効回収数845人（有効回収率24.1％）

※政令指定都市以外の地域は、抽出率に2倍の標本数を割り当てたので、集計にあたっては福岡市、北九州市を2倍
に加重集計し、最終的に各地域の抽出率が同じになるようにしたため、集計回答総数は1,189となっています。

※回答率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は100％にならないことがあります。
※本文中で参考として使用しているデータの出典は

前回調査　「男女共同参画社会に向けての意識調査」
　　　　　（令和元年度　福岡県人づくり・県民生活部男女共同参画推進課） 　
全国調査　「男女間における暴力に関する調査」（令和5年度　内閣府）
　　　　　「男女共同参画に関する世論調査」　（令和4年度　内閣府）
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19.3

18.8

19.0

21.3

17.3

15.1

13.9

16.4

7.4

10.5
4.5

1.4

0.3

0.2

3.0

1.9

全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

性 

別

性 

別

0% 25% 50% 75% 100%

全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

全  体
(N=654)

女  性
(N=289)

男  性
(N=358)

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

32.7

33.8

32.5

55.0

48.8

61.8

2.2

4.1

0.3

6.6

9.8
3.3

3.4

3.5

2.1

28.0

28.0

28.5

32.3

32.2

32.4

2.9

2.8

3.1

21.7

21.1

22.6

5.2

5.9

4.2

2.4

2.2

6.3

6.9

5.6

1.4

0.7

1.4

2.3

男性
48.7%

女性
49.8%

全 体
(N=1,189)

無回答
1.5%

二人ともフル
タイム（正社員
など）で働いて
いる

一人はフルタイム
（正社員など）、
一人はパートタイム

（非正規雇用など）
で働いている

二人ともパート
タイム（非正規
雇用など）で
働いている

夫（男性の
パートナー）
のみ働いて
いる

妻（女性の
パートナー）
のみ働いて
いる

その他 二人とも働いて
いない

無回答

18・19歳 20～
  29歳

30～
  39歳

40～
  49歳

50～
  59歳

60～
  69歳

70歳
以上

無回答

未婚 配偶者
（パートナー）
がいる

配偶者
（パートナー）
と離別した

配偶者
（パートナー）
と死別した

無回答

■ 年  齢■ 性  別

■ 配偶関係

■ 就労状況

回答者の特徴
・ 回答者の性別は、「女性」49.8％、「男性」48.7％。

・ 年齢区分では、女性は「50代」が21.3％、男性は「30代」が19.7％で最も多い。

・ 配偶関係は、55.0％が配偶者（パートナー）有、そのうち共働きが63.2％、片働きが26.9％。
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女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

①家庭生活で

2.7

4.7
5.7

10.7

28.7

40.1

35.5

28.2

18.6

8.5

8.6

7.6

0.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100% 女性優遇 男性優遇

8.4 54.1

36.715.4

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別
③学校教育の

場で

4.1 19.8

12.210.2

②職場で
8.4 53.5

17.1 45.3

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

④地域活動・
社会活動の
場で

2.9 50.6

13.7 32.3

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別⑤政治の場で
0.3 86.7

5.2 70.3

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別
⑥法律や制度

のうえで

6.2 57.5

16.4 35.7

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

⑦社会通念・
慣習・しき
たりなどで

1.9 82.3

8.7 68.2

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別
⑧社会全体で

みた場合

3.2 79.4

14.5 61.9

1.0

4.8
7.4

12.3

25.5

28.8

31.4

30.4

22.1

14.9

11.8

7.9

0.7

0.9

-

3.5

4.1

6.7

43.1

55.8

13.9

9.8
2.4

31.6

21.1

1.5

0.7

5.9

0.2

2.8

2.7

10.9

24.5

42.7

32.9

24.4

17.7

7.9

21.3

10.4

0.7

1.0

-

1.2

0.3

4.0
4.9

15.9

23.5

34.4

63.2

35.9

7.6

7.6

0.5

1.0

0.3

5.0

5.9

11.4

16.7

37.0

28.4

24.5

29.1

11.2

19.3

9.8

0.3

1.0

0.2

2.8

1.7

5.9

6.4

16.9

35.0

39.9

47.3

28.3

9.1

5.5

0.3

0.7

0.7

4.3

2.5

10.2

10.3

15.9

43.1

49.6

36.3

12.3

7.1

6.7

-

1.0

女性の方が
優遇されて
いる

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

平  等 どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

わからない 無回答男性の方が
優遇されて
いる

● 男女の地位の平等感

男女の地位

・『男性優遇』は、すべての質問項目で、女性は男性よりも多い。

・「政治の場」では、『男性優遇』が、男女ともに70％以上。

・「職場」「学校教育の場」以外では、『男性優遇』は、女性が男性よりも10ポイント以上上回っている。
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女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

ＰＴＡ会長、
子ども会長

0% 25% 50% 75% 100% 引き
受ける 断る

19.6 78.8

73.525.8

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別職場の管理職
41.2 57.1

33.564.6

自治会長、
町内会長

14.5 84.1

25.1 73.8

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

県や市町村の
審議会や委員
会のメンバー

18.6 79.8

36.1 63.1

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 
別

市町村長や
地方自治体

（県・市町村）
の議員

11.8 87.2

31.8 67.7

1.4

4.0

18.2

21.8

36.7

41.5

42.1

32.0

1.7

0.9

1.2

3.5

13.3

21.6

36.3

39.6

47.8

34.2

1.4

1.2

8.8

19.5

32.4

45.1

34.5

22.1

22.6

11.4

1.7

1.9

1.7

6.4

16.9

29.7

41.6

36.3

38.2

26.8

1.7

0.9

1.7

7.6

10.1

24.2

29.9

29.4

57.3

38.3

1.0

0.5

積極的に
引き受ける

なるべく
引き受ける

なるべく
断る

絶対に断る 無回答

● 役職や公職に就くことについて

・『断る』は、すべての質問項目で、女性は男性よりも多い。

・「職場の管理職」は、『断る』が男女とも最も少なく、女性（57.1%）と男性（33.5%）の差が最も
大きい。
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全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別
今回調査

全  体
(N=2,005)

女  性
(N=1,142)

男  性
(N=860)

性 

別

性
・
年
齢
別

前回調査
令和元年

0% 25% 50% 75% 100% 賛成派 反対派

31.0 67.7

0% 25% 50% 75% 100% 賛成派 反対派

21.5 78.4

32.2 64.5

30.7 66.7

29.4 70.6

26.8 69.5

32.2 66.1

29.8 70.2

30.7 68.4

25.7 71.6

36.0 64.0

37.9 62.1

65.4 30.7

28.4 69.9

33.1 65.9

40.7 56.7

39.9 57.0

41.9 56.4

4.4

2.9

5.5

26.6

25.5

27.6

31.9

31.4

32.6

35.8

38.5

33.3

1.3

全国調査全体
(N=2,847)

女性：18～29歳
(N=116)

女性：30～39歳
(N=90)

女性：40～49歳
(N=114)

女性：50～59歳
(N=126)

女性：60～69歳
(N=82)

女性： 70歳以上
(N=62)

男性：18～29歳
(N=134)

男性：30～39歳
(N=114)

男性：40～49歳
(N=109)

男性：50～59歳
(N=100)

男性：60～69歳
(N=95)

男性： 70歳以上
(N=26)

0% 25% 50% 75% 100% 賛成派 反対派

33.4 64.3

1.7

0.9

5.2

3.9

7.0

35.5

36.0

34.9

31.6

30.6

32.9

25.1

26.4

23.5

2.5

3.2

1.7

4.0
29.4 38.2 26.1 2.2

4.3

3.3

5.3
-

1.2

3.2

17.2

28.9

25.4

29.4

25.6

29.0

31.0

28.9

26.3

32.5

32.9

41.9

47.4

35.6

40.4

38.1

36.6

24.2

-

3.3

2.6

-

3.7

1.6

11.9

5.3
0.9

4.0

3.2

7.7

17.9

25.4

24.8

32.0

34.7

57.7

29.9

21.9

47.7

38.0

32.6

11.5

40.3

46.5

23.9

26.0

29.5

19.2

-

0.9

2.8

-

-

3.8

同感する ある程度
同感する

あまり
同感しない

同感しない 無回答

賛  成 どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反  対 無回答

同感する ある程度
同感する

あまり
同感しない

同感しない 無回答

● 性別役割分担意識

家庭生活

・「男は仕事、女は家庭」という考え方については、『反対派』が男女ともに60％以上。
・ 男女ともに『反対派』は、前回調査よりも約10ポイント増加。
・ 全国調査と比較すると、『反対派』は3.4ポイント上回っている。
・『反対派』を年齢別でみると、男性の70歳以上は30.7％と他の年代を大きく下回っている。

03

4



全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

全  体
(N=2,005)

女  性
(N=1,142)

男  性
(N=860)

性 

別

女 性：配偶者（パートナー）がいる
(N=289)

男 性：配偶者（パートナー）がいる
(N=358)

今回調査

女 性：配偶者（パートナー）がいる
(N=717)

男 性：配偶者（パートナー）がいる
(N=596)

前回調査
令和元年

0% 25% 50% 75% 100%

72.0
4.7

4.2

56.7

23.5

37.4

-

0.3

-

0.8 

0.3

-

78.4
2.3

3.8

72.5

14.1

22.3

1.1

0.7

-

1.0

2.6

1.2

女 性：子どもがいる (N=318)

男 性：子どもがいる (N=306)
今回調査

女 性：子どもがいる (N=774)

男 性：子どもがいる (N=567)

前回調査
令和元年

0% 25% 50% 75% 100%

今回調査

前回調査
令和元年

0% 25% 50% 75% 100%

67.6

4.2

2.2

42.8

25.8

46.1

-

0.3
3.8

6.5

0.6

-

58.7
2.1

1.7

49.0

32.7

41.6

0.1

0.4
3.5

4.8

3.4

2.1

20.1

29.6

10.5

5.8
1.4

10.5

39.4

32.9

46.1

2.4

2.5

2.2

31.5

32.4

30.4

0.8

1.2

0.2

22.9

34.0

8.3

9.0
2.3

18.0

37.1

32.3

43.4

2.6

1.6

3.8

25.5

27.0

23.7

2.8

2.9

2.8

自分 パートナー その他
の家族

該当しない自分・パートナー
同程度

無回答

自分 パートナー その他
の家族

該当しない自分・パートナー
同程度

無回答

自分 パートナー その他
の家族

該当しない自分・パートナー
同程度

無回答

● 家庭内の役割分担の状況

● 「炊事、掃除、洗濯などの家事」の役割分担

● 「育児・子どものしつけ」の役割分担

● 「親の介護」の役割分担

・ 配偶者（パートナー）がいる人で「炊事、掃除、洗濯などの家事」を主にしている人は、女性は『自分』
が72.0％、男性は『パートナー』が56.7％。

・ 「育児 ・ 子どものしつけ」は、女性は『自分』が67.6％、男性は『自分 ・ パートナー同程度』が46.1％。

・ 「親の介護」は、『自分 ・ パートナー同程度』が女性は32.9％、男性は46.1％。
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無回答

男性の育児に関する啓発や情報提供

短時間勤務制度の導入

テレワークの導入

男性の育児・介護についての職場の理解の促進

家計への影響（経済的な問題）の解消

休暇制度の充実

男性同士のネットワークづくり

その他

0% 30% 60% 90%

取ると人事評価や昇給に悪い影響があるから

職場に取得しやすい雰囲気がないから

取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから

経済的に困るから

周囲に取得した男性がいないから

仕事が忙しいから

0% 30% 60%

47.1

32.6

25.2

16.2

15.4

15.4

43.9

32.5

29.4

11.2

25.9

13.5

73.8

66.0

52.6

25.4

25.1

15.4

6.9

3.5

0.9

78.5

67.7

49.8

26.0

24.8

15.0

8.4

2.5

1.4

69.6

64.8

55.1

24.9

25.0

15.9

5.4

4.5

0.3 【回答は３つまで】

全体（N=1,189）

女性（N=  592)

男性（N=  579）

【回答は2つまで】

女性（N=592)

男性（N=579）

● 男女がともに育児・介護を担うために必要なこと

育児や介護

・「男性の育児 ・ 介護についての職場の理解の促進」(73.8％ )が最も多く、次いで「家計への影響
（経済的な問題）の解消」（66.0%)、「休暇制度の充実」（52.6%）の順。

・「男性の育児 ・ 介護についての職場の理解の促進」では、女性（78.5%）と男性（69.6％）の差が
最も大きい。

● 男性が育児休業を取得しない（できない）理由（上位6項目）

・「職場に取得しやすい雰囲気がないから」が、男女ともに最も多い。

・「仕事が忙しいから」では、女性（15.4%）と男性（25.9％）の差が最も大きい。
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〈前回調査（令和元年）〉 〈今回調査〉
0% 35% 70%0%35%70%

【就労継続】

【Ｍ字型就労】

【専業主婦志向】

68.2

21.8

0.5

0.3

0.3

3.9

4.6

0.3

59.9

23.0

0.9

1.4

0.2

7.9

6.4

0.3

0.8

0.7

0.4

4.6

3.4

0.2

1.5

4.5

0.3

5.5

4.8

0.8

わからない

無回答

ずっと職業をもっている方がよい

子どもができたら職業をやめ、
大きくなったら再び職業をもつ方がよい

結婚するまで職業をもち、
あとはもたない方がよい

子どもができるまで職業をもち、
あとはもたない方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

62.6

27.2

54.1

28.5

0% 35% 70%0%35%70%

わからない

無回答

ずっと職業をもっている

子どもができて職業をやめ、
大きくなって再び職業をもった

結婚するまで職業をもっていたが、
あとはもっていない

子どもができるまでは、職業を
もっていたが、あとはもっていない

職業をもったことがない

その他

46.8

27.5

7.1

6.1

1.5

5.2

3.2

2.6

38.5

28.8

10.7

7.1

2.2

4.9

6.7

1.0

【就労継続】

【Ｍ字型就労】

【専業主婦】

60.0

19.4

5.6

4.1

1.2

3.2

6.3

0.3

52.8

20.9

6.2

6.7

1.4

5.0

6.9

-

〈前回調査（令和元年）〉 〈今回調査〉

【回答は1つ】

女性（N=1,142)

男性（N=  860）

【回答は1つ】

女性（N=592)

男性（N=579）

【回答は1つ】

女性（N=1,142)

男性（N=  860）

【回答は1つ】

女性（N=592)

男性（N=579）

職 業
・ 女性が職業をもつことについての考え方は、「ずっと職業をもっているほうがよい(就労継続)」は、

女性は68.2％、男性は59.9%で、前回調査よりも男女ともに約６ポイント増加。

・「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」は、前回調査よりも男女
とも約５ポイント減少。

・ 実際の女性の働き方は、男女とも「ずっと職業をもっている（就労継続）」が最も多く、前回調査より
も女性は13.2ポイント、男性は14.3ポイント増加。

・ 考え方と現実を比較すると『就労継続』は、「現実」の方が女性は8.2ポイント、男性は7.1ポイント
下回っている。
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● 女性が職業をもつことについての考え方

● 実際の女性の働き方について
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〈今回調査〉

〈前回調査（令和元年）〉

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など、
多様な働き方の見直しを進める

女性の能力を正当に評価し、
積極的に管理職に登用する

残業や休日出勤を前提とした働き方を改める

男性の家事・育児・介護などへの
参加を促すための啓発をする

昇進・昇格の男女格差を改める

育児休業や短時間勤務などの仕事と
家庭が両立できる制度を充実する

仕事と家庭が両立できる制度が
利用しやすい職場の雰囲気づくりをする

結婚したり出産したりすると
勤めにくいような慣習を改める

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職した
女性のための再雇用制度を普及、促進する

賃金の男女格差を改める

柔軟な働き方制度（時差出勤・
テレワーク・短時間勤務等）の導入

仕事と家庭の両立支援制度が
利用しやすい職場環境・風土づくり

賃金の男女格差の解消

残業や休日出勤などの長時間労働を
前提とした働き方の見直し

結婚・出産・介護などでいったん退職した
女性のための再雇用制度の導入

育児休業や介護休業などの休暇制度の導入

昇進・昇格の男女格差の解消

育児や介護のための施設・サービスの充実

男性が家事・育児・介護などについて
当事者意識を持つための啓発

女性が働くことや役職につくことに
ついての上司や同僚の理解促進

0% 25% 50%

0% 25% 50%

43.2

42.6

35.0

25.2

24.2

23.7

21.7

20.1

16.6

10.6

44.3

45.1

36.5

28.2

22.6

22.6

19.9

21.1

21.5

10.0

43.2

40.1

33.5

22.3

26.1

25.0

23.8

18.3

11.4

11.2

43.5

35.6

34.9

28.9

25.2

22.8

18.6

18.6

16.5

14.1

45.4

37.1

34.9

27.1

23.8

24.3

16.9

18.9

20.5

12.4

41.3

33.7

34.9

31.2

27.0

20.9

20.8

18.3

11.2

16.3

※選択肢の項目や文言が異なっているが、参考のために前回調査の上位10項目を掲載。

【回答は３つまで】

全体（N=1,189）

女性（N=  592)

男性（N=  579）

【回答は３つまで】

全体（N=2,005）

女性（N=1,142)

男性（N=  860）

● 女性が働き続けるために必要なこと（上位10項目）

・「柔軟な働き方制度（時差出勤 ・ テレワーク ・ 短時間勤務等）の導入」(43.2％ )が最も多く、
次いで「仕事と家庭の両立支援制度が利用しやすい職場環境 ・ 風土づくり」(42.6%)、「賃金の男女
格差の解消」（35.0%）の順。

・「男性が家事 ・ 育児 ・ 介護などについて当事者意識を持つための啓発」では、女性（21.5%）と
男性（11.4％）の差が最も大きい。
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〈今回調査〉〈前回調査（令和元年）〉

〈今回調査〉〈前回調査（令和元年）〉

※前回調査ではなかった項目

※前回調査ではなかった項目

責任のある役割を引き受けたがらない
女性が多いから

自治会の円滑な運営には男性自治会長が
望ましいと考えている地域が多いから

家族の理解や協力を得られない女性が多いから

慣例で役員を男性に限定している地域が多いから

古いしきたり、意味が見いだせない業務が多いから

女性の能力が正当に評価されていないから

ふさわしい女性人材の発掘が難しい地域が多いから

0%35%70% 0% 35% 70%

41.5

36.1

25.6

19.1

＊

12.2

8.7

41.6

30.1

24.1

20.7

＊

14.1

9.7

31.4

24.7

21.8

20.1

20.8

18.6

6.6

34.0

22.5

22.3

23.1

21.8

13.8

9.2

時間のない女性でも、活動できるよう、
自治会業務の見直しを図る

さまざまな立場の人が参加しやすいよう、
活動時間帯を工夫する

育児や介護を支援するための施策を充実させる

男性中心の社会通念や慣習を改めるための
啓発活動を実施する

家族が家事・育児を分担する

女性のリーダーを養成するための
講座やセミナーを開催する

0%35%70% 0% 35% 70%

47.5

38.4

21.5

27.3

17.7

44.4

34.0

32.3

20.7

18.0

33.3

34.0

30.6

22.1

27.4

10.6

34.5

32.6

30.7

24.9

19.2

13.6

＊
＊

【回答は2つまで】

女性（N=592)

男性（N=579）

【回答は2つまで】

女性（N=1,142)

男性（N=  860）

【回答は2つまで】

女性（N=592)

男性（N=579）

【回答は2つまで】

女性（N=1,142)

男性（N=  860）

● 自治会役員に女性が少ない理由（主なもの）

地域活動

・ 「責任のある役割を引き受けたがらない女性が多いから」が女性31.4％、男性34.0％で最も多い。
・ 「女性の能力が正当に評価されていないから」では、女性（18.6％）と男性（13.8％）の差が最も大きい。

● 地域の女性リーダーを増やすために必要なこと（主なもの）

・ 「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」が女性で34.0％、「時間のない女性
でも、活動できるよう、自治会業務の見直しを図る」が男性で34.5％とそれぞれ最も多い。

・ 「家族が家事 ・ 育児を分担する」は、女性（27.4%）が男性（19.2%）を8.2ポイント上回り、差が最も
大きい。
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議員活動・選挙活動に係る資金不足

その他

無回答

男性中心の古いしきたりや、夜間の会合など、
仕事と家庭と両立できない行事が多いから

仕事や家庭生活との両立

政治は男性が行うものという固定的な考え方

性別による差別やハラスメント

家族や周囲の理解、サポートが得づらい

政治家になるための知識やノウハウ、
ネットワークの不足

0% 30% 60%

41.1

34.1

31.4

19.5

19.2

15.6

12.4

5.0

1.5

43.6

36.5

29.6

23.5

21.8

14.9

9.8

1.9

1.9

38.9

31.6

34.0

15.7

16.2

16.4

15.0

7.8

1.0 【回答は2つまで】

全体（N=1,189）

女性（N=  592)

男性（N=  579）

● 政治分野への女性の参画を阻む障壁

政治分野における男女共同参画

・「男性中心の古いしきたりや、夜間の会合など、仕事と家庭と両立できない行事が多いから」(41.1％ )
が最も多い。

・「性別による差別やハラスメント」では、女性（23.5％）と男性（15.7％）の差が最も大きい。
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男女共同参画センターの相談

女性相談支援員

その他

無回答

知らない・わからない

市町村の相談窓口

警察（１１０番、心のリリーフ・ライン
（県警の犯罪被害者相談電話）など）

女性相談支援センター（女性サポートホットライン）

民間の専門家や専門機関
（弁護士、法テラス、カウンセラー）

配偶者暴力相談支援センター

0% 40% 80%

48.3

28.4

24.2

24.5

18.4

16.2

9.6

4.4

1.2

0.7

61.3

20.7

20.4

14.3

12.8

11.4

13.1

5.2

0.7

1.6 【知っている窓口の
回答はいくつでも】

女性（N=592)

男性（N=579）

● 女性のための相談窓口の認知

悩みを相談する体制

・「知らない ・ わからない」が最も多い。
・ 知っている相談窓口で最も多いのは、「市町村の相談窓口」である。
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カウンセリング等の心理学的支援

自分の困りごとを何でも相談でき、
支援につながることができる窓口

利用できる支援制度の情報提供

生活のための経済援助

気軽に話を聴いてもらえるSNSなどの相談窓口

同じような悩みを持つ人と出会える場所

無回答

就労の支援（資格取得等の働くための
支援や就職先を探すサポート）

弁護士等による法的支援

自分の困りごとに気づいて声を
かけてくれる人や支援機関

相談・支援を受けている間の寄り添いや見守り

その他

0% 40% 80%

0% 40% 80%

51.5

49.3

33.4

28.9

26.9

23.1

22.3

18.4

18.1

15.0

2.4

1.7

44.0

41.8

32.0

33.5

27.1

20.2

19.9

17.3

17.8

14.7

4.5

1.0

チラシやカード

その他

無回答

インターネット検索

行政の広報誌

SNS（X、LINE、YouTubeなど）

友人・知人から

新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディア

家族から

60.0

30.7

28.2

24.3

24.2

14.5

12.7

4.9

3.7

69.6

30.9

31.6

20.4

20.2

14.0

9.8

2.8

3.6

【回答はいくつでも】

女性（N=592)

男性（N=579）

【回答はいくつでも】

女性（N=592)

男性（N=579）

● 女性の方の悩み・困りごとを解決するために求める環境や支援

・「自分の困りごとを何でも相談でき、支援につながることができる窓口」が、男女ともに最も多い。

● 相談先情報の入手方法

・「インターネット検索」が男女ともに最も高く、60％以上となっている。
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女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別①【身体的暴力】

0% 25% 50% 75% 100% あった

16.7

10.3

82.1

87.7

12.8

8.1

3.9

2.2

1.2

1.9

女  性
(N=158)

男  性
(N=96)

性 

別

0% 25% 50% 75% 100%

35.4

18.8

58.2 6.3

74.0 7.3

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

①～③のいずれか
１ つ で も 暴 力 を
受けた（まとめ）

0% 25% 50% 75% 100%

26.7

16.6

81.6

86.5

10.3

9.0

6.6
3.1

1.5

1.4

85.1

94.3

8.3
2.6
4.9

1.6

1.7

1.6

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別②【精神的暴力】
16.9

12.1

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別③【性　的　暴　力】
13.2

4.2

72.1

82.0

17.2

12.3

9.5

4.3

1.2

1.4

全くない １、２度あった 何度もあった 無回答

全くない １、２度あった 何度もあった 無回答

相談した どこ（だれ）にも相談しなかった 無回答

● ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）の経験

配偶者などからの暴力について

・ 女性は、「精神的暴力」（16.9%）が最も多く、次いで「身体的暴力」（16.7％）、「性的暴力」（13.2％）
の順。

・ 男性も、「精神的暴力」（12.1％）が最も多く、次いで「身体的暴力」（10.3％）、「性的暴力」（4.2％）
の順。

・「これらの暴力のいずれか一つでも受けたことがある」は、女性は26.7％、男性は16.6％。

● 相談の有無

・ 被害経験がある人で、「相談した」は、女性では35.4％、男性は18.8％。
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行政の相談窓口（配偶者暴力相談支援センター、
福祉事務所、法務局、人権擁護委員など）

友人・知人

家族や親戚

医療関係者（医師、看護師など）

民間の専門家や専門機関（弁護士、カウンセラー、
ＮＰＯ団体、民間シェルターなど）

警察（１１０番、心のリリーフ・ライン
（県警の犯罪被害者相談電話）など）

学校関係者
（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）

その他

無回答

0% 40% 80%

66.1

57.1

14.3

10.7

10.7

1.8

-

3.6

-

61.1

50.0

5.6

11.1

5.6

5.6

-

-

-

0% 25% 50%

そのことについて思い出したくなかったから

世間体が悪いから

子どものためにがまんするしかないと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談するほどのことではないと思ったから

相談してもむだだと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのまま
やっていけると思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

どこ（だれ）に相談してよいかわからなったから

自分にも悪いところがあると思ったから

41.3

38.0

28.3

23.9

16.3

13.0

15.2

7.6

12.0

3.3

36.6

33.8

18.3

22.5

23.9

22.5

8.5

15.5

4.2

12.7

【回答はいくつでも】

女性（N=56)

男性（N=18）

【回答はいくつでも】

女性（N=92)

男性（N=71）

● ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）の相談先

・ 男女ともに「友人 ・ 知人」が最も多く60％以上。

・「医療関係者（医師・看護師など）」では、女性（14.3％）が男性（5.6％）よりも8.7ポイント上回っている。

● ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）を相談しなかった理由（主なもの）

・ 誰にも相談しなかった理由は、男女とも「相談するほどのことではないと思ったから」が最も多い。
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全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別
今回調査

全  体
(N=2,005)

女  性
(N=1,142)

男  性
(N=860)

性 

別

前回調査
令和元年

LGBTの方の相談窓口

知らない・わからない

行政の相談窓口
（市町村、法務局、人権擁護委員など）

弁護士会・法テラスなどの相談窓口

配偶者暴力相談支援センター

男性被害者のための相談窓口

加害者相談（ＤＶをやめたい方）の相談窓口

その他

無回答

0% 40% 80%

42.4

33.6

21.6

25.7

3.2

4.4

4.7

2.5

3.9

51.1

28.2

25.7

17.3

7.3

5.5

4.5

1.6

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

31.4

31.6

31.3

30.4

30.6

30.6

36.1

36.0

36.4

2.1

1.9

1.7

33.8

37.0

29.8

27.6

25.8

29.9

32.6

31.7

33.7

6.0

5.5

6.6

言葉も、その
内容も知って
いる

言葉があることは
知っているが、
内容はよく知らない

言葉があることを
知らなかった

無回答

【知っている窓口の
回答はいくつでも】

女性（N=592)

男性（N=579）

● ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）についての相談窓口の認知

・「知らない ・ わからない」は、女性（42.4％）、男性（51.1％）。

● デートＤＶ（交際相手からの暴力）の認知

・ 「言葉も、その内容も知っている」が女性は31.6％、男性31.3％。

・ 女性では、前回調査よりも「言葉も、その内容も知っている」は5.4ポイント低下。
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その他

わからない

  無回答

女性リーダーの養成・研修の場を充実する

育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

育児や介護などでいったん仕事を辞めた人の
再就職を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など、
多様な働き方の見直しを進める

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の
施設や介護サービスを充実する

男女平等と相互の理解について学習機会を充実する

男性が家事、育児、介護、地域活動に
参加していくよう啓発や情報提供を行う

従来、女性が少なかった分野（研究者など）への
女性の進出を支援する

ＤＶやセクシャルハラスメント、パワーハラスメント
防止の取り組みを進める

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、
政策決定の場に女性を積極的に登用する

女性や男性の生き方や悩みに関する
相談の場を提供する

男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

民間企業・団体などの管理職に女性の登用が
進むよう支援する

0% 35% 70%

53.6

46.1

46.0

37.9

33.1

30.0

29.0

17.4

16.1

13.5

12.4

10.2

7.3

4.2

4.2

2.1

56.8

49.0

48.5

46.3

29.1

32.9

28.5

19.8

15.5

13.7

11.5

11.5

5.2

2.0

3.5

2.7

51.3

43.9

43.5

29.5

37.5

27.1

29.9

14.7

17.1

13.6

13.5

9.2

9.7

6.2

4.7

1.0 【回答は5つまで】

全体（N=1,189）

女性（N=  592)

男性（N=  579）

● 「男女共同参画社会」を実現するために行政が今後力を入れること

男女共同参画社会の実現

・「育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」（53.6%）が最も多く、次いで「育児や介護
などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」（46.1%）、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及
など、多様な働き方の見直しを進める」（46.0%)の順。

・「保育の施設 ・ サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」は女性（46.3％）が男
性（29.5％）を16.8ポイント上回り大きな差がある。
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全  体
(N=1,189)

女  性
(N=592)

男  性
(N=579)

性 

別

9.1

9.0

9.0

16.1

16.2

16.6

73.8

74.7

73.9

0.9

0.2

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

男女共同参画社会づくりに向けた
県民・県内団体の交流拠点

その他

わからない

無回答

男女が抱える様々な悩みごとの相談窓口

男女共同参画に関する情報収集や広報・啓発

地域で男女共同参画を推進する人材の育成

地域の課題・実情を把握するための調査研究

市町村や市町村男女共同参画センターの
支援や連携強化

男女共同参画に関する講座・イベントの実施

33.9

32.6

23.0

20.7

20.2

18.6

11.4

3.5

20.7

4.0

35.8

29.9

22.3

20.6

21.3

16.2

9.0

2.5

22.3

4.2

32.8

35.8

24.2

20.9

19.7

21.2

14.2

4.5

19.5

2.1

0% 25% 50%

知っている 知らない名前は聞いたことがある 無回答

【回答は3つまで】

全体（N=1,189）

女性（N=  592)

男性（N=  579）

● 男女共同参画センターの認知

男女共同参画センター

・「知っている」または「名前は聞いたことがある」は、25.2％となっている。
・ 性別での大きな差はない。

● 男女共同参画センターに期待する役割

・「男女が抱える様々な悩みごとの相談窓口」（33.9%）が最も多く、次いで「男女共同参画に関する情
報収集や広報 ・ 啓発」（32.6%）の順。

・「男女共同参画に関する情報収集や広報 ・ 啓発」では、女性（29.9%）と男性（35.8%）の差が最も
大きい。
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